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   Five cases of prostatic cancer developed after transurethral resection of prostate for benign 
hypertrophy are reported. Duration of transurethral resection of prostate (TUR-P) to diagnosis 
of prostatic cancer ranged from one year and seven months to seven years and two months, on 
average four years and seven months and frequency of prostatic cancer after TUR-P was estimated 
at 1.2%. Four of five patients complained of macroscopic hamaturia. The cystourethrogram showed 
the mass protruded in the dilated prostatic urethra or bladderneck in four patients (80%), a 
remarkable finding, and four cases were at stage D. Risk of development of prostatic cancer is 
not decreased even after prostatectomy and prostatic carcinoma diagnosed after TUR-P often 
advances in stage. Therefore, periodical examinations of the patients who had a prior prostatectomy 
are very important. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 38: 903-906, 1992) 














対 象 と 方 法
1982年1月から1991年12月までの10年間に前立腺肥
大症の診断でTUR・Pを実施したものは761例であっ
た.こ の うち5例 が経過後,症 状があるため再受診 し
て前立腺癌が発見されている.
これらの症例について,始 めのTUR-Pの所 見,


















響 繍 切闇 製囎 灘 蜥 辮震前立腺癌 予後ステ ジー
2.前立腺癌発生時期と症状および尿道撮影所見

























同時に除睾術も実施 した。 さらにそのうち1例 では
staginglymphoadenectomyも実施している.診断









171th13.591年 ・・月72歳 霧,、i低D,死 亡
2768.07年2ヶ 月83頻 尿 低B2生 存
37711.04年11ヶ 月81血 尿 高D2生 存
47457.43年11ヶ 月77血 尿 低D2死 亡
57・27.5・ 年・・月75睾 麟 中 ・、 生存
平均73.623.54年7ヶ 月77.6
った もの は74例(9.7%)であ り,こ れ を 除 い た687例
に お け る5例 は0.7%oであ る.し か し前 立腺 癌 発 生 例
で はTUR-P術 後最 短 で も1年7ヵ 月経 過 して い る
た め,術 後 経 過 期 間 が2年 未 満 の も の を除 外 した513
例 の うち か ら,偶 発癌50例お よび他 疾 患 で 死 亡 した37
例 を 除 く残 り426例に対 す る頻 度 はL2%と な った.
6.症 例
代表 的 症 例 を示 す.
症 例474歳 の時 尿 閉 とな り前 立 腺 肥 大症 の 診 断 で
1985年10月14日,TUR-Pを実 施 した .切 除 重 量 は
57・4gであ り,病 理 組 織 所 見 はnodularandcystic
hyperplasiaであ り,術 後 経 過 は 良 好 で あ った .TU-
R-Pか ら3年11ヵ 月 後 ,77歳 の時 肉眼 的 血 尿 を主 訴
と して再 受 診 した.前 立 腺 は硬 く,膀 胱 ・尿 道 撮 影 で
は膀 胱 頸 部 の狭 小 化 と と もに膀 胱 内に 突 出す る腫 瘤 を
認 め た.前 立 腺 マ ー カ ーはPAPl5.8ng/ml,PSA
23・Ong/ml,r-Sm23.Ong/mlと上 昇 し,前 立 腺 針 生
検 で低 分 化 癌 を 認 め,骨 シ ンチ で骨 転 移 を認 め た(ス
テ ー ジD2,T4,Nx,M1).1989年9月25日TUR-P
と除 睾 術 を 実 施 した.病 理 組 織 所 見 は や は り低 分 化癌
で あ った.エ ス トラサ イ ト投 与 して 経 過 観 察 して い た
が12ヵ月 後 に再 燃 を きた し,1年9ヵ 月 後 に前 立 腺 癌
死 した.
































(Fig.2).前立 腺 マ ー カーはPAP9。9ng/ml,PSA
l59.Ong/ml,γ一Sml7.Ong/mlと上 昇 して いた.前
立 腺 針 生検 で低 分 化 癌 を 認 め,骨 シ ンチ お よびMR
で 骨 転移 と膀 胱 浸潤 を 認 めた(ス テ ー ジD2,T4,Nx,
M1).1991年3月5日,TUR-Pと 除 睾 術 を 実 施 した 。
病 理組 織 所 見 は 低分 化癌 の成 分 を 含 む 中分 化 癌 で あ り
















自験例におい ては初め のTUR-Pが 全例横浜南

























































ヵ月から7年2ヵ 月,平 均4年7ヵ 月であ り,癌の発
生頻度は1,2%であった.
3.前立腺癌発見のきっかけとなった症状のうち肉眼









本 論文の要 旨は1991年9月28日,東京都で 開催 された第56





2)横 田欣 也,平 石 攻 治,米 沢 正 隆,ほ か=前 立 腺肥
大症 術 後 に 生 じた 前立 腺 癌 の1例.西 日泌 尿50:
1611-1613,1988
3)白井 千 博,池 田 彰 良 ・良性 前 立 腺 肥 大症 術 後 に認
め られ た 前 立腺 癌 の1例.日 泌 尿会 誌80;952,
1989
4)河 村 秀 樹,平 川 真 治,根 本 良 介,ほ か;被 膜 下 前
立 腺摘 除 後 に 発 生 した前 立 腺 癌 の2例.日 泌 尿 会
誌82=179,1991
5)石 津 和 彦,小 西 茎 彦,城 甲啓 治,ほ か:前 立 腺 肥
大 症 切 除10年後 に認 め られ た 前 立 腺 癌 の1例.泌
尿 器 外 科4:731-732,1991
6)志 田圭 三:わ が 国 に おけ る 前立 腺 検 診 の現 状(前
立 腺 検 診 協議 会).前 立 腺 癌 の基 礎 と臨 床,財 団
法 人 前 立 腺 研 究 財 団編.PP.82-83,金原 出 版,東




8)山 中 英 寿=前 立 腺 癌 の増 加 とそ の 対 策.日 医 師 会
誌106:1827-1830Jl991
9)SmithJAandMiddletonRG:Detectionand
diagnosis・Clinicalmanagementofprostatic
cancer,pp.1-22,YearBookMedicalPub-
lishersChicago,London,BocaRaton,1989
(ReceivedonMarch4,1992AcceptedonMay2,1992)
(迅速掲載)
